
1 総合計画上の位置づけ 担当課：

③ 施策評価指標

# ※増減（→）の基準は３ポイント以上とする

５ 施策を構成する事務事業の今後の方向性

施策がめざす
将来の姿

・市民一人ひとりが、ライフスタイルに応じてスポーツやレクリエーションを楽しんでいます。

成果指標名 単位 後期当初値 令和９年度目標

施 策 評 価 シ ー ト

施策名 17 スポーツ

政策名 「まち」を共に創る

15,609 12,863

成果指標名 単位 後期当初値 令和９年度目標

生涯スポーツ行事
参加者数

人 3,389 16,000

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

56.0 52.0

成人の週１回以上
の運動・スポーツ
の実施割合

％ 54.0 62.0

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３ 施策の重要度と満足度（市民アンケート調査結果） R6重要度・満足度（他の施策と比較した位置）

重要度／単位（人）

令和6年度

124

満足度（満足している市民の割合）／単位（％）

令和5年度

➙
令和6年度

95.3 94.0

４ 施策の課題と今後の方針
（施策評価指標等の分析のほか、今後重点化していく事務事業について、現状・課題・背景などを踏まえて記載。）

成人のスポーツ実施率が低い現状を「市民ひとり１スポーツ」のスローガンのもと、多くの市民の皆さまに多様なスポーツやレク
リエーションの体験機会を増やし、いつでもどこでも身近で気軽に楽しんでもらいながら、継続したスポーツ活動を行ってもらえ
るように取り組みます。

（右欄は、施策を構成する事務事業のうち、今後特に重点化するものに○、縮小するものに△、廃止するものに▲を付す。）

事務事業①：スポーツ活動推進事業
R6決算額
（千円）

重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

方向性
事務事業の今後の方向性 重点化

関市スポーツ協会等と連携しながら、市民の皆さんが気軽に参
加できる事業の充実を進めるとともに、ねんりんピック等のイ
ベントを契機に生涯スポーツ人口の拡充を図っていきます。 〇

関市スポーツ協会補助 → ↗

事業費 成果

42,026
スポーツ教室委託 → ↗

スポーツ推進課

重要度高

重要度低

満足度低 満足度高

平均

平

均


